
枯
山
へ
わ
が
大
声
の
行
つ
た
き
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
湘
子

　
湘
子
の
句
集
を
読
む
と
一
人
称
の
「
わ
が
・
わ
れ
・
我
」
な
ど

と
自
分
と
の
関
わ
り
を
明
確
に
し
よ
う
と
す
る
句
が
多
い
の
に
気

付
く
。
た
と
え
ば
、
最
晩
年
の
三
年
間
、
俳
誌
『
鷹
』
２
０
０
３

年
一
月
号
か
ら
、
２
０
０
５
年
五
・
六
月
合
併
号
ま
で
に
発
表
さ

れ
た
総
句
数
３
５
７
句
の
内
、
「
わ
が
・
わ
れ
・
我
」
が
詠
ま
れ

た
句
は
１
８
句
。
約
五
パー

セ
ン
ト
。
つ
ま
り
、
２
０
句
に
一
句

は
出
現
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
師
兄
し
た
石
田
波
鄕
に
は
、
「
初
蝶
や
吾
が
三
十
の
袖
袂
」
「
わ

が
死
後
へ
わ
が
飲
む
梅
酒
遺
し
た
し
」
が
あ
り
、
波
鄕
は
作
句
心

得
の
一
つ
と
し
て
「
一
句
の
主
人
公
は
常
に
「
わ
れ
」
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
書
い
て
い
る
。
枯
山
へ
一
歩
進
め
て
、
禅
の

「
主
人
公
」
な
る
も
の
を
希
求
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い

２
０
０
３
年
（h15

作
）  

第
十
一
句
集
『
て
ん
て
ん
』
　
鑑
賞
・
轍 

郁
摩


